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～新しい建設業のかたち～
パラダイムシフトと建設業の進むべき方向性

（1）日本が直面するパラダイムシフトとは

（2）価値観が変わる中での建設業の役割

（3）新しい建設業の姿を実践している事例紹介

（4）地域建設業の進むべき方向性とは
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（1）日本が直面するパラダイムシフトとは

・2005年からの人口減で逆回転し始めた日本。しかし意
識に身体が追いついていない。

・下山の思想が必要。分業から統合へ、焼畑から深耕へ
と産業の価値観が変わる。

・大きくは①人口ボーナスで得た資産を生かす、②その
ノウハウを移転する――の２つ。

・①は国土利用の選択と集中による地域間競争の時代に
入る ⇒2050年の人口分布を意識せよ。

・この変化は世界に先駆けて日本が直面したもの。課題
先進国→課題解決先進国へ。

・建設構造物の寿命は長い。1億人時代のグランドデザ
インを今すぐ始めよう。
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人口【急増】から【急減】というかつてない変化に直面する日本

・日本の総人口は戦後50年で5000万人増え、今後40年で3000万人減少する
・この変化は世界的にみても類を見ない極めて急激で経験のない変化となる

20世紀型の家づくりや建設業は、人口急増の50年間
に対応するための仕組みだったが、人口減に転じた
いまでも、その残像にとらわれている

略奪や戦争に頼ることなく、人口ボーナスによっ
て形成した「ストック」をいかに生かすかを考える

5800万戸

1500兆円
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建設市場の価値観も変わる

つくる → いかす

モノ → ヒト

早く → 賢く

規格化 → カスタマイズ

単一 → 多様

分業 → 統合

焼畑 → 深耕
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「国土の長期展望に向けた検討の方向性について」国土交通省6



「国土の長期展望に向けた検討の方向性について」国土交通省7



（2）価値観が変わる中での建設業の役割

日経コンストラクション2012年3月26日号 54ページ8



Ａ 地域間競争の中でその地域を守る

Ｂ 都市機能支える産業発展サポート

Ｃ 海外への技術とノウハウの移転
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地域間競争の中でその地域を守る

「国土の長期展望に向けた検討の方向性について」国土交通省10



都市機能支える産業発展サポート

日経コンストラクション2011年2月14日号 41ページ11



海外への技術とノウハウの移転

日経コンストラクション2012年9月10日号 48ページ12



（3）新しい建設業の姿の実践事例

①地域を顧客にその地域を守る「お家周りの町医者」
小坂田建設（岡山）

②サービス世界一掲げ小学生も町の営業マンに
プロジェクトおおにわ事業協同組合（青森）

③受発注者が共同で地域復興の広報活動
遠野かっぱ工事隊（岩手）

④ルール構築とシステム化「メンテナンス事業はＤＢ産業」
ラナベイク（東京）

⑤やる気のある職人に還元する仕組みづくり
ＮＰＯ法人リニューアル技術開発協会（東京）

⑥自立型のグリーン電力供給サービス
ネクストエナジー・アンド・リソース（長野）

⑦本業と異業種間の事業機会取り込むオセロ戦略
大高建設（富山）

⑧舗装に特化した尖ったノウハウで海外展開
ワールド開発工業（長野）
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①地域を顧客にその地域を守る
「お家周りの町医者」

建設業振興基金ＨＰより14



②サービス世界一掲げ
小学生も町の営業マンに

建設業振興基金ＨＰより15



③受発注者が共同で
地域に密着した復興の広報活動

日経コンストラクション2012年8月13日号 60ページ16



④ルール構築とシステム化
メンテナンス事業は
データベース産業

建設業振興基金ＨＰより17



⑤やる気のある職人に
1％でも還元するための
存在として影響力

建設業振興基金ＨＰより18



⑥自立型のグリーン
電力供給サービス

日経コンストラクション2011年2月14日号 48ページ19



⑦本業と異業種間の
ビジネスチャンス取り込む

オセロ戦略

日経コンストラクション2012年8月13日号 60ページ20



⑧舗装に特化した尖ったノウハウで海外展開

日経コンストラクション2012年9月10日号 49ページ21



（4）地域建設業の進むべき方向性とは

①ネットワーク化とクロスオーバー展開をＩＴとＤＢで支える

②ホスピタリティーあふれる万屋（よろずや）が新時代を拓く

③協業の中での役割と立ち位置をクリアにする

④「働き方の三つのシフト」はネットワーク型の地域建設業にこそ
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日経コンストラクション2012年8月13日号 60ページ23



「国土の長期展望に向けた検討の方向性について」国土交通省

①ネットワーク化とクロスオーバー展開をＩＴとＤＢで支える

24



25

• 左は日経ホームビルダーがリフォー

ムで重視する項目について、消費者

と事業者の両方に聞いた結果。重視

する項目に大きな食い違いが生じて

いる。

• サービス業的なホスピタリティーと専

門知識を兼ね備えたプロが消費者

に接する構造をつくらないと新たな

需要も創出できないし、消費者に

とっても、本来は可能であることが実

現しない不幸な状況が続く。

図 プロは安くてよい仕事さ
えすればいいと思ってい
る

消費者は接客や説明を重視。
工期、近隣対応、アフター
サービスも気にする

ミ
ス
マ
ッ
チ

市場開拓にはサービス業の意識とホスピタリティーの醸成が不可欠

②ホスピタリティーあふれる万屋（よろずや）が新時代を拓く



③協業の中での役割と立ち位置をクリアにする

「地域の会社」は「地域の人脈」を武器にしてこそ

日経コンストラクション2012年8月13日号 60ページ26



④働き方の三つの＜シフト＞は地域建設業にこそ

•ゼネラリストから「連続スペシャリスト」へ

•孤独な競争から「協調して起こすイノベーション」へ

•大量消費から「情熱を傾けられる経験」へ

リンダ・グラットン「ＷＯＲＫ ＳＨＩＦＴ」より
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地域のブランド化は人材創出から

楽しい！の循環と
地域の魅力をつくりだす
新しいプレーヤーを
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